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インターバンクの声 （2014 年 11 月 4 日） 
 

ドル円相場が今年１月以来となる１０５円台を付けたのが９月２日。それか

ら僅か１ヵ月ほど経過した１０月１日に１１０円に到達したばかりだと言う

のに、さらに１ヶ月ほど経過した昨日は６年１０ヵ月ぶりの１１４円台まで

円安が進んだ。実に２ヵ月ほどで９円も円安となったわけだ。米連邦準備制

度理事会（FRB）が資産買い入れ終了宣言をして緩和政策から事実上の離脱に

向かい、逆に日銀が市場の意表をつく追加金融緩和を発表するタイミングと

あっては、この円安も仕方なしにも思えるが、さすがに２ヶ月で９円もの円

安スピードは早すぎるかも知れない。週初めの発表となった米１０月 ISM製

造業景況指数は、いきなり市場予想を大きく上回る結果となり、これが１１

４円乗せ要因となったようだ。金曜日の米雇用統計の数字も堅調なら１１５

円が次の目標なのだろう。ただ、そろそろ市場でも急激な円安に異を唱える

者、大きめの円高調整に乗じて一攫千金を狙う輩も出てくる頃だ。もう一段

の円安にはアンテナを高くしておきたい。 
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